
会
　
報

史
学
研
究
会
例
会

昭
和
四
〇
年
一
二
月
例
会

　
十
二
月
四
日
（
土
）
午
後
一
縛

　
　
於
京
大
文
学
部
陳
列
館
第
二
教
室

　
九
州
唐
津
・
飯
塚
弥
生
式
選
跡
調
査
報
告

　
　
一
九
州
大
学
の
調
査
に
参
加
し
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
出
営
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
喬
［
氏

　
昭
憩
四
〇
年
三
月
に
行
な
わ
れ
た
福
岡
県
飯
塚

　
市
弥
生
式
集
落
肚
の
発
掘
調
査
（
九
州
大
学
）

　
及
び
昭
拳
螺
〇
年
十
一
月
に
行
な
わ
れ
た
佐
賀

　
県
鷹
津
柏
騎
貝
塚
・
宇
木
汲
田
摂
塚
・
亀
樒
墓

　
地
：
甲
原
亀
周
墓
地
の
発
掘
調
査
（
九
州
大
学

　
等
）
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
て
そ
の

　
概
観
を
報
告
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
一
年
五
月
例
会

　
五
月
七
日
（
土
）
午
後

　
エ
ク
ス
ケ
ー
シ
ョ
ン
八
潮
葉
の
亀
岡
を
さ
ぐ
る
〉

　
　
　
　
　
　
臨
地
講
師
　
　
上
奏
正
昭
氏

　
応
唱
八
幡
・
亀
岡
城
鮭
・
大
．
本
教
本
部
・
穴
太

　
寺
・
小
幡
神
謀
を
バ
ス
に
て
巡
託
し
た
。

六
月
例
会
　
六
月
虚
日
（
土
）
午
後
一
歳
よ
り

　
　
於
京
都
大
学
文
学
部
第
一
講
義
室

ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
の
発
掘
及
び
研
究
（
ス
ラ
イ

　
ド
使
用
）
　
　
　
　
　
小
谷
仲
男
氏

　
（
発
表
内
容
は
論
文
と
し
て
本
誌
五
〇
巻
一
号

　
に
掲
載
予
定
）

十
月
例
会
　
十
月
一
巳
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
於
京
都
大
学
文
脚
部
第
一
声
義
室

　
エ
ッ
シ
ュ
の
あ
る
村
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）

　
　
1
北
酉
ド
イ
ツ
農
村
の
歴
史
地
理
学
酌
考

　
　
　
　
察
－
　
　
　
　
淳
田
典
良
氏

　
北
藩
ド
イ
ツ
の
ヴ
・
漸
く
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
低
地
は
、

ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
に
お
け
る
代
表
的
な
散
居
集
落
の
分

布
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
純
然
た
る
孤
立
荘

宅
が
卓
越
す
る
の
は
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
ラ
ン
ト
申

央
部
に
限
ら
れ
、
そ
の
他
で
は
、
擁
水
の
よ
い
微

高
地
に
位
置
し
た
「
エ
ッ
シ
ュ
」
団
ω
o
ご
と
呼
ば

れ
る
古
い
耕
地
を
中
心
に
、
一
二
～
一
五
戸
の
大
き

な
農
家
が
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
（
ミ
ェ
ラ
・
ヴ
ィ

レ
に
ト
勝
り
ド
ル
ッ
ペ
ル
　
一
）
触
⊆
げ
げ
Φ
一
　
し
し
A
叩
名
さ
れ

た
）
、
　
こ
の
よ
う
な
農
象
群
が
発
生
的
に
も
古
い

起
源
を
膚
し
、
現
在
も
な
お
基
本
的
な
居
住
様
式

を
な
し
て
い
る
。

　
こ
の
L
よ
・
り
な
エ
　
ッ
シ
ュ
お
払
よ
び
ド
・
ル
ッ
ペ
ル
に

つ
い
て
の
既
盆
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
述

べ
た
の
ち
、
ミ
ュ
ス
下
多
北
鄭
の
ギ
γ
ブ
テ
O
学

ヨ
馨
。
村
に
お
け
る
寧
例
研
究
の
成
果
の
概
要
を

報
告
し
た
。

　
こ
の
村
の
村
域
は
一
八
二
〇
年
代
ま
で
、
狭
畏

縞
状
地
条
よ
り
成
る
「
エ
ヅ
シ
ュ
」
と
、
屋
敷
周

り
の
「
カ
ン
プ
」
と
、
共
有
の
糧
放
的
放
牧
地

「
ハ
イ
デ
」
に
分
か
た
れ
い
た
。
ハ
イ
デ
は
一
八

三
一
年
に
規
則
正
し
い
区
趣
に
分
割
さ
れ
て
私
有

化
し
、
そ
の
後
大
部
分
は
樒
林
さ
れ
、
二
〇
世
紀

に
入
る
と
工
期
（
畑
ま
た
は
牧
場
）
に
か
わ
っ
た
。

エ
ヅ
シ
ュ
の
狭
長
縞
状
地
条
は
一
八
八
八
年
の
耕

地
整
理
・
統
合
の
結
果
、
大
面
積
の
整
然
た
る
方

形
の
耕
地
に
か
わ
り
、
そ
れ
ま
で
多
く
の
個
所
に

分
散
し
て
い
た
各
戸
の
経
営
地
は
、
少
数
の
押
所

に
集
団
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
土
地
利
用
お
よ
び

耕
地
形
態
の
変
化
に
鮒
序
し
て
、
村
落
の
構
造
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
か
は
、
ぎ
わ
め
て
興

味
あ
る
苗
標
で
あ
る
。
一
八
世
紀
ま
で
の
本
村
の

佳
民
は
、
一
一
戸
の
シ
詠
ル
ツ
ニ
　
（
村
役
入
的
）
、

二
垂
戸
の
コ
導
ヌ
ス
、
九
戸
の
ケ
ヅ
タ
…
、
約
二

〇
戸
の
ほ
と
ん
ど
土
地
を
持
た
ぬ
住
民
か
ら
成
っ

て
い
た
。
ハ
イ
デ
の
分
割
に
際
し
て
配
分
さ
れ
た

土
地
は
、
シ
ェ
ル
ツ
ェ
が
最
も
多
く
、
コ
β
ヌ
ス

が
そ
れ
に
次
ぎ
、
ケ
ッ
タ
ー
は
コ
“
ヌ
ス
の
三
分

の
一
己
、
そ
の
他
は
さ
ら
に
そ
の
半
部
強
に
す
ぎ

ず
、
そ
れ
ま
で
の
土
地
所
有
上
の
階
鵬
…
的
な
差
が
、
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よ
り
拡
大
さ
れ
た
形
で
固
定
化
し
た
．
こ
の
よ
う

な
状
況
は
親
在
に
ま
で
き
わ
め
て
明
瞭
な
形
で
影

響
し
て
お
り
、
シ
ュ
ル
ツ
ニ
お
よ
び
コ
ロ
ヌ
ス
の

流
れ
を
ひ
く
農
象
が
今
で
も
二
〇
～
四
〇
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
標
準
的
中
畏
層
を
、
旧
ケ
ッ
タ
ー
暦
は
五

～
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
小
撰
層
を
、
そ
の
他
は
零

細
兼
業
農
家
な
い
し
非
農
家
（
か
っ
て
の
隷
農
的

日
傭
い
農
）
を
形
成
し
て
い
る
。

　
な
お
報
告
内
容
の
詳
細
は
、
　
『
人
文
地
理
』
一

九
巻
二
号
（
一
九
六
七
年
四
月
刊
）
に
掲
載
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
（
浮
田
典
良
）

　
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
の
牲
格
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
対
雅
奮
氏

　
　
　
（
発
表
内
容
は
論
文
と
し
て
本
誌
五
〇
巻
一

　
　
　
号
に
掲
載
予
定
）

学
界
消
息

冒
本
考
古
単
協
会
　
第
三
二
回
　
総
会

　
四
月
二
九
臼
～
五
月
一
β

於
国
学
院
大
学

　
北
海
道
白
滝
服
部
台
悪
説
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
原
荘
介
・
戸
沢
充
則

　
栃
大
ふ
巾
星
野
町
三
一
勤
の
下
部
ロ
ー
ム
層
中
よ
り
韻
十
鯉
し

　
た
硅
岩
製
石
器
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
沢

静
漢
画
磐
田
市
池
端
前
遺
跡
略
報
　
　
　
麻
生

三
河
国
加
生
沢
旧
藩
器
時
代
遺
跡
　
　
　
紅
摺

北
海
道
釧
賂
市
東
釧
路
遺
跡
調
査
虚
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
浩
昌
・
出
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
本
道
・
沢

宮
城
県
塩
竈
布
桂
島
員
塚
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
　
孝
・
後
藤

東
京
都
町
田
市
山
崎
遺
跡
の
臨
画
亘
・
顕
次
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
常
晴
・
関

新
島
田
原
に
お
け
る
羅
文
・
弥
生
時
代
の
遣
跡

神
奈
川
県
金
子
台
遺
跡
の
配
石
遺
構
　
　
神
沢

　
い
て
　
　
　
　
　
　
笹
津
海
祥
・
白
石

刈
谷
市
重
厭
本
町
中
条
貝
塚
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
岩
蔵
・
斎
藤

愛
知
県
渥
美
町
保
美
蝦
藻
第
二
号
貝
塚
の
調
査

俊　勝　照　　　　長
彦彦郎敏弘優介

　
　
　
　
　
　
杉
原
荘
介
・
大
塚
初
重
・
小
林
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勇
一

修
善
寺
池
の
本
遺
跡
i
縄
文
早
期
の
住
居
祉
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
永
　
瀞
雄

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
元
水
茎
町
遺
跡
調
室
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
田
　
　
弘
・
水
野
　
正
好

丘
ハ
庫
県
西
宮
市
甲
出
石
器
原
材
採
石
地
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
野
　
博
信
、

埼
玉
県
上
尾
市
尾
山
台
遺
跡
概
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
友
国
五
郎
・
櫛
田
　
博
司

登
呂
遺
跡
水
田
跡
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
橋
　
　
実
・
望
月
　
董
弘

加
賀
圏
法
橋
三
跡
　
　
　
上
野
　
与
一
・
太
田
　
和
夫

滋
賀
県
大
中
の
湖
南
遺
跡
発
掘
調
査
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
　
正
好

大
阪
府
河
内
市
瓜
生
堂
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荻
田
　
昭
次
・
藤
井
直
正

尼
崎
市
田
能
遺
跡
第
一
次
調
査
概
要
　
　
村
州
　
行
弘

香
川
県
善
通
寺
市
我
拝
師
由
臨
土
竃
鐸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
　
巌
・
松
本
　
豊
胤

醐
肉
照
小
照
郡
矢
掛
町
燭
由
遣
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
壁
　
忠
彦
・
問
壁
　
葭
子

嘗
城
県
松
出
町
亀
井
囲
横
穴
群
舞
三
次
調
厳
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
家
和
典
・
加
藤

栃
木
県
野
木
町
所
在
の
土
師
集
落
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
和
久
震
平
・
辰
己
　
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
塙
　
　
静
夫
・
中
村
　
紀
男

茨
絨
県
漸
治
郡
玉
里
村
舟
糠
古
墳
第
一
次
発
掘
調
査

　
の
報
告
　
　
　
　
　
　
大
塚
初
量
・
小
林
　
三
郎

茨
城
県
馬
渡
遺
跡
の
填
輸
窯
祉
と
工
酵
壌
に
つ
い
て
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大
塚
初
重
・
小
林
　
三
郎

下
総
圏
八
代
玉
作
の
攻
玉
技
術
と
そ
の
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
村
　
光
晴

石
川
県
三
浦
遺
獅
の
調
査

　
　
　
　
　
金
出
顕
光
・
高
堀
勝
喜
・
浜
岡
賢
太
郎

　
　
　
　
　
橋
本
澄
夫
・
吉
岡
康
鴨

福
井
環
鯖
江
市
の
王
山
・
長
俵
寺
山
古
墳
群

　
　
　
　
　
斎
藤
　
優
・
上
野
与
一
・
椙
山
　
林
継

大
和
葺
四
千
塚
千
塚
第
四
次
調
査
概
報

　
　
末
永
雅
雄
・
森
浩
一
・
伊
達
宗
泰
・
網
干
善
教

　
　
藤
原
光
輝
・
石
部
正
志
・
肉
田
良
三
・
堀
田
啓
一

霜
川
県
善
逓
寺
市
宮
が
尾
絵
画
古
墳
　
　
松
ホ
　
豊
胤

カ
マ
ド
螂
…
と
カ
マ
形
木
榔
…
古
墳
の
新
例
一
大
阪
府
　

　
和
泉
市
信
太
山
丘
陵
北
端
の
古
墳
群
一

　
　
　
　
　
森
　
浩
一
・
田
中
　
英
夫
・
石
部
正
志

　
　
　
　
　
堀
田
啓
一
・
白
石
太
一
郎

麗
児
島
照
出
水
郡
小
浜
臨
古
墳
群
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
水

余
市
町
火
臨
山
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
大
場

陸
奥
国
古
代
史
序
説
　
　
　
　
　
　
　
　
小
岩

口
減
利
府
村
菅
谷
道
安
寺
横
穴
古
墳
内
経
塚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤

群
馬
県
大
田
市
辻
小
藩
古
廟
｛
祉
の
調
杏
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
田
　
芳
郎
・
坂
詰

愛
知
県
知
多
穰
大
知
山
・
旭
大
池
石
窯
仁
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
瀬
　
栄
一
・
杉
崎

献
瀞
陶
磁
窯
祉
群
の
調
査
　
櫓
崎
　
彰
ふ
・
斎
ハ
藤

末利寛
治夫治孝

秀
一

優

　
　
　
　
　
　
水
野
九
右
衛
門
・
石
川
考
古
学
研
究
会

　
昭
和
四
〇
年
度
飛
鳥
京
跡
の
発
掘
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
宋
永
雅
維
・
島
賑
暁
・
網
干
善
赦

　
難
波
宮
祉
最
近
の
発
掘
調
査
　
　
　
　
　
由
根
徳
太
郎

　
広
島
倶
世
羅
郡
青
水
盛
薬
｛
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
詰
　
秀
一
・
野
村
　
幸
希

　
　
九
六
五
年
度
草
戸
千
軒
町
遺
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
臨
　
寿
和
・
村
上
　
正
名

、
山
口
県
周
防
鋳
銭
司
遺
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
　
忠
・
小
田
窟
士
雄

　
平
城
宮
東
陶
隅
の
調
査
概
要
　
　
　
　
　
河
原
　
純
之

貝
本
オ
リ
エ
ン
ト
挙
会
　
蜜
八
回
大
会

　
六
月
廿
五
日
～
廿
七
日

　
於
・
北
海
道
大
学
ク
ラ
ー
ク
会
館

〈
公
開
講
演
〉

　
ア
ラ
ブ
人
の
商
業
活
動
　
　
　
　
　
　
前
嶋
信
次

　
日
本
に
お
け
る
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
研
究
の
発
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
笠
宮
娯
仁

〈
研
究
発
表
〉

　
ウ
ル
第
ゴ
　
王
朝
隠
・
代
に
お
け
る
農
業
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
用
　
和
也

　
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
奴
隷
に
つ
い
て
　
　
高
橋
　
正
男

　
早
言
春
ホ
セ
ア
と
北
イ
ス
ラ
エ
ル
王
羅
　
石
井
　
良
博

　
「
マ
ル
コ
福
立
岡
書
」
に
お
け
る
地
理
的
表
象
ー
ガ

　
　
リ
ラ
や
問
題
を
め
ぐ
っ
て
一
　
　
　
乱
言
　
　
博

　
「
コ
μ
サ
イ
ー
八
へ
の
手
紙
料
」
に
［
お
け
る
キ
リ
ス
ト
弧
晒

　
に
つ
い
て

後
期
イ
ス
ラ
ム
の
二
重
構
造

イ
ル
ヤ
ソ
国
の
「
王
道
」

ナ
ス
イ
ー
ル
・
ウ
ヅ
、
デ
ィ
ー
ソ
・

　
の
生
涯
と
業
績

　
中
粥
　
秀
恭

　
加
賀
谷
寛

　
　
本
田
　
実
儒

ト
ゥ
ー
ス
ィ
ー

　
　
黒
柳
笹
男

十
五
世
紀
の
オ
ス
マ
ン
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
交
渉
史
の

　
ム
側
面
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
金
一

「
タ
キ
ー
プ
ゥ
・
パ
フ
リ
エ
」
の
㎝
者
者
ビ
リ
ー
・
ラ

　
イ
ス
と
世
界
古
地
図
に
つ
い
て
　
　
　
三
橋
憲
治
男

キ
リ
ス
ト
教
吏
学
会
窮
十
七
回
大
会

　
八
月
廿
六
目
～
廿
八
日
　
於
・
北
星
学
園

　
北
海
道
に
渡
っ
た
最
初
の
宣
教
師
ア
ソ
ジ
ェ
リ
ス
に

　
　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
・
シ
ュ
ワ
ー
デ

　
蝦
夷
の
金
山
と
キ
リ
シ
タ
ン
　
　
　
　
　
五
野
井
隆
史

　
正
教
会
の
北
海
道
開
教
　
　
　
　
　
　
　
海
老
沢
有
道

　
C
・
H
・
ヤ
ー
ペ
ソ
タ
ー
爽
妻
の
根
【
室
伝
滋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
敏
郎

北
海
道
に
お
け
る
刑
務
所
伝
道
　
　
　
　
編
島
　
慣
雄

　
ピ
ル
グ
ラ
ム
・
マ
ル
ペ
ッ
ク
の
契
約
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
。
、

臼
本
最
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
・
踏
絵

セ
ル
ヴ
ェ
ト
ゥ
ス
処
刑
の
理
由
に
つ
い
て

ベ
ー
ダ
に
つ
い
て

竹・9・

村村

昌
曝
　
覚

絹
沢
源
七

朝
倉
文
市

鎖
国
時
代
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
知
識
の
導
入
一

　
特
に
蘭
学
に
つ
い
て
1
　
　
　
　
　
池
園
　
哲
郎

159 （979）



武
藏
醗
門
に
お
け
る
ギ
リ
シ
タ
ソ
史
i
弗
嵐
瞭
越
の
マ

　
リ
ア
観
膏
を
中
心
に
1
　
　
　
　
　
血
〈
島
　
　
浩

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
マ
ニ
教
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
谷
宜
史

キ
リ
シ
タ
ン
物
の
文
体
　
　
　
　
　
　
　
柊
　
　
源
一

　
「
屠
無
遣
稿
」
の
こ
と
な
ど
　
　
　
　
　
摂
沢
平
八
郎

籟
露
戦
争
と
田
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
波
多
野
和
夫

太
平
芙
鴇
の
宗
教
に
つ
い
て
の
一
考
察
深
沢
秀
勇

軍
入
三
道
に
闘
す
る
研
寵
（
報
省
そ
の
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峰
崎
　
康
忠

緬
M
占
ハ
よ
り
“
ハ
ぱ
ず
・
刀
ソ
第
一
一
八
ム
ム
ム
一
二
へ
　
　
田
北
　
糾
耕
也

八
二
三
講
演
〉

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
美
本
報
告
　
　

松
田
　
般
二

獄
ー
マ
帝
園
の
没
落
と
キ
リ
ス
ト
教
　
　
秀
村
　
欣
二

北
大
史
学
会
　
昭
初
四
十
一
年
度
大
会

　
九
月
十
口
・
十
一
臼
　
於
北
海
道
大
学
図
警
館

〈
公
聞
講
淑
〉

　
オ
リ
エ
ン
ト
史
を
め
ぐ
る
二
・
三
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
倉
　
勝
正

　
北
海
滋
開
拓
精
神
に
つ
い
て
　
　
　
　
擾
本
守
恵

〈
研
究
発
表
〉

　
平
安
時
代
に
お
け
る
海
」
土
思
想
　
　
　
　
速
水
　
　
僑

米
園
憲
法
に
お
け
る
浮
冨
上
竪
8
鼠
℃
。
蓄
誘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
簿
司

　
テ
ィ
ム
ー
ル
の
歴
史
に
つ
い
て
　
　
　
加
藤
和
秀

高
校
毒
口
史
教
科
書
の
問
題
点
　
　
　
　
林
　
　
範
予

ア
メ
リ
カ
史
に
お
絃
る
¢
三
3
乙
窪
二
野
臨
の
位
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
　
綱
来

中
濁
古
代
帝
圏
の
檀
力
構
造
　
　
　
　
　
羅
形
　
　
勇

十
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
　
邦
．
彦

明
治
初
年
北
方
問
題
を
め
ぐ
っ
て
の
政
治
的
動
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
田
　
一
典

委
員
会
だ
よ
り

◇
　
　
四
【
九
巻
、
　
よ
・
り
ゃ
く
六
聞
写
’
曾
お
届
け
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
一
号

　
の
本
欄
に
て
、
刊
行
の
お
く
れ
を
「
一
・
二
号

　
の
う
ち
に
必
ら
ず
挽
回
」
と
お
約
束
し
て
お
り

　
ま
す
が
、
つ
い
に
実
現
を
み
ま
せ
ん
で
し
た
こ

　
と
、
深
く
お
わ
び
い
た
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
む
ろ
ん
委
員
会
と
し
て
そ
の
努
力
を
放
棄
し
た

　
わ
け
で
は
さ
ら
さ
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
照
し
ば
ら

　
く
の
噂
問
を
お
貸
し
下
さ
い
。

◇
　
本
号
よ
り
、
赫
し
く
「
展
望
」
と
い
う
タ
イ

　
ト
ル
が
登
場
し
ま
し
た
。
愛
用
氏
の
論
考
、
御
一

　
難
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
海
外
及

　
び
京
都
の
遺
跡
保
存
の
事
例
を
紹
介
．
分
析
し

　
な
が
ら
、
積
極
的
に
保
存
修
景
計
画
に
つ
い
て

　
立
案
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
本
誌
に
は
今
ま
で

　
に
な
か
っ
た
漸
し
い
論
考
で
あ
り
ま
す
が
、
私

　
ど
も
の
学
間
を
進
め
て
ゆ
く
上
で
、
こ
う
し
た

　
問
題
も
多
々
あ
る
わ
け
で
す
。
論
文
・
研
究
ノ

　
ー
ト
等
々
と
と
も
に
、
各
位
の
御
寄
稿
を
お
待

　
ち
い
た
し
ま
す
。

◇
　
本
誌
に
対
し
て
、
今
年
も
文
華
省
研
究
成
果

　
調
行
費
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
ま
す
。
関

　
係
各
位
の
御
尽
力
に
感
謝
い
た
し
要
す
。
と
こ

　
ろ
で
、
助
成
金
は
会
員
各
位
の
会
費
完
納
を
前

　
提
と
し
、
な
お
か
つ
赤
字
分
に
つ
き
助
成
を
申

　
講
し
て
い
る
訳
で
、
会
費
赤
字
の
方
は
盃
急
に

　
ご
納
入
下
さ
い
。
ま
た
、
合
せ
て
一
力
年
分
の

　
前
納
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

藏
禁
韓
卦
謙
語
織
憲
三
〇
〇
円

　
史
　
林
　
（
第
四
九
巻
第
六
量

　
　
　
　
京
都
市
控
蹴
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
所
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擾
轡
窟
郡
五
一
五
五
番

発
行
入
　
理
頭
長
　
小
葉
田
　
淳

　
　
　
　
京
都
宿
下
京
羅
蔭
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

印
綱
解
　
中
村
印
捌
株
式
会
社

160 〈980）


